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授業が取 り上げ られた。月曜クラス(20名)と 水曜クラス(30名)の クラスがあるが、実験群 ・統





目指すさいの教授原則、更には、事例 ・発問の選択 と作成に関する原則等階層的に関連 し合 う種々
のものが必要 となる。
更に又、 これらの諸仮説は、ほぼいずれ も、教授 ・学習心理学のタームによって表現 しうると同
時に、自然科学教育の一部として、自然科学用語を用いて表現することが可能であり、また必要で
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もある。今それら全体を総 じて言えば、本研究の中心仮説は、U.S.A.に おいてEvans,J,Lら に








教授目標となるルール ・システムの決定のためには、細菌を、植物 ・動物 と同様に絶えまなく物
質交代、エネルギー交代を続ける 「生物」 という系であると位置づけ、細菌の植物 ・動物と共通 し
ているルール群、次いで、植物 ・動物とは異なり、細菌の独自性に関するルール群を構築する。
教授原則については、先ず生物教育に関する表現としては、以下の三種の方針が仮説化される。











・学習者の既知の レベルの言葉を使 って表現されているルールを取 り上げる。
結果は、.およそ以下の通りであった。
通年での授業のそれぞれの個処で、又全体を教授 し終わった最終の時点で、多 くの学生がルール
を使用 して、テキス ト内の発問や、中間テス ト、事後テス トのさまざまな問題の解決が可能になっ
たばかりでな く、納得 して理解することが出来るようになった。同時に、授業で学習 した以外の場
面や、原因と結果がい くつかのルールによって結びつけられている問題場面で、「細胞構成物質」
というような用語とそれに関する複雑のルールを使用 して、現象の説明を行なえるようにな った。





論 文 審 査 結 果 の 要 旨
「教材」とは直接には関係 しない概念形成研究は多見 しうるし、「教材」内概念 ・:怯則を扱 って
いる場合でも、短期間内に形成が可能なような、比較的少数の概念 ・法則の体系形成に関する研究
は、全 く無い訳ではないが、領域的にも広範囲に及び、階層的構造を持つ法則体系全体の形成に関
する教授 ・学習研究は、目下のところ稀有に等 しい。又、小学校 ・中学校の授業を対象とした教授 ・
学習研究は、一単元を単位にした範囲では、最近ようやく少 しずつ成されるようになって来たが、


















の観点だけからすれば、 この順序 はむ しろ逆であって、細菌の学習がなされてこそ、下水処理場に
おける活性汚泥法の仕組みの理解が可能になる～ と言える。本研究では、むしろBruner.Jが かっ
て提案 していた"ラ セン形 カリキュラム"の 考えを支持する結果を得たことになろう。
直接には言われざる部分をも含めて、今後の教授 ・学習過程研究に大きく貢献するものとして、
博士(教 育学)の 学位を授与するに適当であると認める。
教43
